
 

中部農業経済学会第 82 回研究発表会
             2012 年 6 月 16 日（土） 
 

プログラム 1．個別報告（9 時 30 分～12 時） 

 報告 1：荒井聡（岐阜大学） 

   戸別所得補償制度への転換による集落営農の新展開－岐阜県中山間地地域を中心に－ 

 報告 2：張文梅（岐阜大学大学院） 

   都市近郊地帯での農地維持管理に果たす JA 出資農業生産法人の役割 

      －個別農業経営型・援農ぎふ羽島支店を例に－ 

 報告 3：淡路和則（名古屋大学） 

   一般廃棄物を利用したグループ・ブランド豚の展開条件－横浜「はまぽーく」の事例－ 

 報告 4：冨吉満之（名古屋大学） 

   民間非営利組織による食農体験活動と農地の利用形態～ソバに関わる団体を対象として～

 報告 5：川原田直也（三重県農業研究所） 

   福祉事業所の農参入に関する実態調査 
 

プログラム 2．シンポジウム（13 時 30 分～17 時） 

 テーマ「地産地消の多様な取組みを探る」 

 座長：加藤辰夫（福井県立大学） 

 報告 1：北林直樹（福井県農林水産部農林水産振興課） 

   「福井県における地産地消率調査と地産地消の推進政策」 

 報告 2：堀富士夫（ ㈱ デリカスイト 代表取締役・ファウンダー） 

   「㈱デリカスイトの地産地消活動」(仮題) 

 報告 3：岡部篤男（ ㈱ げんきの郷 代表取締役 社長） 

   「地産地消を原点として 

     －生産者と消費者をむすぶ軌跡(これまで)と展望(こんご)」(仮題) 

 コメンテーター：波夛野豪（三重大学），佐野文昭（コープあいち） 
 

 主催：中部農業経済学会    後援：JA グループ愛知 

 会場：JA あいちビル 14 階 大会議室  （名古屋市中区錦三丁目 3 番 8 号） 

   名古屋市営地下鉄桜通線・名城線 久屋大通駅 4 番出口から徒歩約 1 分 

   研究会受付は 14 階です。1 階ロビー奥エレベータを利用し，14 階に直接お越し下さい。 

 申込不要・入場無料 

 最新情報は中部農業経済学会 HP をご覧下さい。 http://www.agr.nagoya-u.ac.jp/̃rescd/ 

 




